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海街 Library３月号 

～あなたの本棚 うしぶかとしょかん～ 

3 月になり春の光が眩しく、暖かさ
を感じる頃になりました。 
白梅の花びらの白さに驚いたのも束

の間、次第にピンクとなり一気にこぼ
れ落ちてしまいました。山里にあるお
茶の先生宅には、誕生記念に植えられ
たという梅の木が 97 年もの間頑張っ
ています。今はクリスマスローズが咲
き乱れ見頃でした。この時季はネコヤ
ナギやバイモ(貝母)もあるはずだと探
しましたが、見当たらず人が住まなく
なると庭の草花も枯れてしまうの
か・・・、シュウメイギク、イソギク
も絶やさぬよう見守っていきたいもの
です。 
北京オリンピックも無事終り、短い

17 日間に悲喜こもごもあり沢山の感動
をもたらしたと思います。今回は選手
が国を背負ってメダルを取らなくては
という悲壮感はなく、自分の目標に向
かってチャレンジする姿が新鮮で心か
ら拍手したくなりました。 
先日、熊日の読者ひろばに、94 歳の

女性が「師の熱い思い星めぐりの歌」
と投稿されていましたが、私も同じ思
いでいます。何気ない場面に詩や本の
文面に心が共鳴し、遠い学生の頃の懐
かしい先生の声が聞こえてくることで
ある。高校生の時の国語の先生が読ん
でくださった三好達治の詩「甃のう
へ」は、かな習字の手本として目にし
た時、朗々とした先生の声が鮮明に聞
こえてきました。投稿女性の方も「教
師の熱い思いはこうしていつまでも残
ってゆくものか、そして 94 歳になっ
た今でも感激できるのかと。」と綴って
おられたが、コロナ禍であっても心は
果てしなく豊かで楽しめるものがある
ようです。  【文・牛深図書館長】 

市外にお引越しされる方は 

本と貸出カードの返却 

をお願いします！ 
市内の引っ越しなどで、住所や電話番号を変更

される方もカウンターまでお知らせください。 

※市内へ通勤、通学される方は引き続きご利用

できます。 

令和４年度  

ありすボランティア 

（子どもボランティア）募集！ 
（牛深図書館は 8名募集します） 

 

【活動期間】令和４年 4月 1日から 1年間 

【活動内容】読み聞かせ、本棚整理、本の修理、 

POP作成、イベントの手伝いなど 

【対象】市内在住の小学 5年生～高校 3年生 

（令和４年 4月 1日時点、応募時の学年は小 4

～高 2）で、1年間に 5回以上活動できる人（予

定でかまいません） 

【申込】令和４年 3月 1５日（火）までに申込書を

図書館へ提出してください 

 

 

 

 

 

おすすめの本を紹介しませんか？ 

(新年度も募集します) 

令和３年度の図書館だよりに寄稿いただいた皆

様本当にありがとうございました。 

新年度も新しく募集しますので、「この本は良か

ったからぜひ他の人にも読んでもらいたい」と

いう方、遠慮なく職員までお知らせください！ 

※戴いた紹介文は牛深図書館だより「おすすめ

本紹介」コーナーで掲載いたします 



【休館日】3 月７日（月）、１４日(月)、２2 日(火)、２８日(月) 

   

  

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

                               

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～今月の特集展示～ 

【一般】  
・大震災後を生きる、備える（写真右上段） 

・戦争と平和を考える 

・確定申告関連本 

・花粉症    など 

【児童】 

・季節の絵本（春の絵本） 

・読み聞かせボランティアおすすめ本 他多数 

 
 

・『けろけろぱくっ!』    皆川泰代／作 
・『やさいのがっこう いちごちゃんはやさ
いなの?』       なかやみわ／さく 
・『いいな「じぶん」!』 

くすのきしげのり／作 
・『ぼくらのパパは、だいとうりょう』 

ジョイ・マカラ／さく 
・『5分間思考実験ストーリー』北村良子/著 
・『こども六法練習帳』  山崎聡一郎／著 
・『中学校ってどんなとこ?』 

升野伸子／監修 
 

新着図書 
児童 

天草市立 

図書館HP 

 

 

 

・『同志少女よ、敵を撃て』 逢坂冬馬／著 
・『ブラックボックス』    砂川文次／著 
・『黒牢城』        米澤穂信／著 
・『名前だけでもおぼえてください』 

風 カオル／著 
・『7秒で好かれる人になるコツと、小さな
習慣』           藤村純子／著 
・『夏井いつきの世界一わかりやすい俳句鑑
賞の授業』        夏井いつき／著 
・『いのちの車窓から』   星野 源／著 
・『日本刀入門』  刀剣ファン編集部／著 
 

～おすすめ本紹介～ 

「８４歳の母さんがぼくに教えてくれた大事なこと」 辻 仁成／著 
著者のプロフィールは作家、詩人、ミュージシャン、映画監督、演出家とある。私は芥川賞受

賞されたのは知っていたが、受賞作の「海峡の光」は読んでいない。なぜこの本と出会うことに

なったかといえば詩集「ぼく、いたくない」を読んだのがきっかけとなった。 

 あまりにもインパクトのある内容の詩で、実体験がないと書けないのではないかと思い、著者

の辻さんの生い立ちを知りたくなった。検索したらタイムリーにも 2019 年にこの本が出版され

ていた。想像とは違って愛情あふれる家族の中で自分の可能性を思いっ切りだせる環境の中で育

ってこられた様子が書かれている。あとがきでこの本は母に代わって自分が母の自伝として書い

た本であると記されているが記憶の凄さに驚く。 

 幼少期の頃からのエピソードと共に、母親の言葉を綴ってあるのだが、どれも金言である。特

に心に響いたのは、「どんな人間にも親がいる。どんなイジメッ子だって母親とへその緒でつな

がっていた。だから最後は許してやりなさい。許すという行為が一番人間的な行為だからだ

よ。」                                （牛深図書館長） 

一般 

※図書館 HP「図書館おすすめの本」もご覧ください 

 

 

▶衣替えやお引越し
で必要になる収納や
片付けの本も多数ご
ざいます 


